
 

年 月 日

トリナ・ソーラー 超高効率 太陽電池セルの年間生産能力を 増強

【中国・常州、 年 月 日】太陽光技術を牽引するグローバルリーダーの （以下

「トリナ・ソーラー」または「同社」）は、江蘇省の塩城経済技術開発区管理委員会と投資協力契約を締結し、

太陽電池の製造能力を拡大すると発表しました。

同社は戦略に沿って、塩城市にある太陽電池セルの生産拠点の年間生産能力を 増強し、海外での

セル生産能力を 上乗せします。また、既存の塩城工場の生産能力をさらに 拡大します。新

規生産能力と既存の生産能力の向上により、 年末までに同社の年間生産量の ％が超高効率

セルとなり、 に達することになります。

の セルは市場で広く評価されているトリナ・ソーラーの （バーテックス）の、出力

以上の新製品シリーズで使用されます。最新の動向では業界の技術革新を加速するだけでなく、安

定した収入を顧客に確保するために （周辺機器）コストを減らし、システム側から 均等化発電原

価を低減することもより広く検討されています。

トリナ・ソーラーは、顧客に大きなメリットをもたらす全体的な価値戦略に取り組んでいます。 同社は、新し

く構築された セルの平均変換効率が来年早々に ％を達成するために、重要な太陽光発電科学技

術研究室の ＆ プラットフォームにより、大型セルおよびモジュールの分野への ＆ 投資強化を予定し

ています。同社は、市場をリードするポジションを維持するために、将来を見据えた蓄電池およびコンポー

ネント技術を展開し続けます。

トリナ・ソーラーの 兼会長である高 紀凡（ ）は、「同社が高効率の大型太陽電池セルの生産

能力拡大におけるコストと規模の優位性を通じてコア競争力をさらに強化し、単結晶製品の市場開拓機会

を獲得する」と語りました。そして、「積極的で業界に非常に貴重なサポートを提供する塩城市の政策の利

点を活用して収益性と同社の包括的な競争力を高める」と語りました。



▽トリナ・ソーラー（ 証券コード： ）について

トリナ・ソーラーは、 年に創立された太陽光発電およびスマートエネルギーのトータルソリューション

の世界有数のプロバイダーです。同社は、太陽光発電関連製品の研究開発、製造および販売、太陽光発

電所の開発、 、 ＆ 、スマートマイクログリッド、マルチエネルギーシステムの開発および販売、なら

びにエネルギークラウドプラットフォームの運営管理をおこなっています。 年にトリナ・ソーラーはエ

ネルギーの ブランドを立ち上げ、中国インターナショナルのトップ企業や研究機関と共同で、トリーナエ

ネルギーの 産業開発アライアンスを設立し、新エネルギーの 産業イノベーションセンターを設立し

ました。パートナーのみなさまと共にエネルギーの のエコシステムを構築し新エネルギーのの の

革新的な基盤作りをするために全力でスキャナーでいます。 年 月 日、トリナ・ソーラーは上海証

券取引所科創板（ イノベーションボード）で 株を新規発行し、「スター・マーケット」という名称でも

知られる上海証券取引所科創板に上場した最初の太陽光発電関連製品・システム、および、スマートエネ

ルギーの企業となりました。

詳細については、http：//www.trinasolar.com/jpをご覧ください。

【本件に関するお問合せ】

トリナ・ソーラー・ジャパン株式会社 プレス担当：春日（マーケティング）

（受付時間：月～金 ※祝日を除く ～ ）


